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mintha Taguetii 卜 鑑定サ レ テ 居 テ、雨者ノ槪形ガ非 常ニョ ク似テ居 ル 事 カラ 考 ヘルト、 
Calamintha Taguetii トイ フモノハコノニ者ヲ混合シクモノカモシレナイ。若シ左樣ナ場 
合デモ Calamintha Taqueiii ノ基準標本トシテハ （ Taquet ， 11 〇. 3093) ヲトル事ニシタ 
イ。 （原寬 H. Haba) 


〇ひろはいはあかはな 

コレハ滿鐵デ譯シタ Komarov ノ滿洲植物誌 5 卷 249 頁デ、 Epilobium nudicarpum 
Komarov 二 用ヒタ 和名 デ了 ル 〇 E. nudicarpum ハ莖•葉 ハ 勿論花梗•子房 ■二 至ル迄全ク 
無毛ナ點デ類似種カラ區別 サレ ルガ、他ノ點デハいはあか ばな二 非常二近イモノデソノ無 
毛變種卜見ルべキデ 、ハナイカトサへ思 ハ レル〇 我國デ、ハ朝鮮ノ外、北海道ノ大雪山 •層雲 
峽•十勝•池田町附近二產スル事ガ分 ツタ〇 私ノ見ダ標本 デ ハ北海道 ノ モノ ノ花ハ 白色 デ、 
朝鮮ノハ淡紅色デァツ タ。 

Epilobium nudicarpum Komarov in Acta Hort. Peirop. XVIII ， p. 432(1901); 
FI. Mansh. Ill, p. 94 (1905 )—LeJveille, loon. Epilob. pi. 67 (1910) 

Nom- Jap. Hiroha-iwaafcabana • 

Hab. Yezo : pvov. Ishikari : in monte Daisetsu (T. Naka 卜 Aug. 1928) 一 
Nutakkamshpe (G. Koidzumi-JuI. 191 6) — Sounkyo (T. NAKAi-Aug. 1928). pvov. 
Tokachi: in oppiclo Ikeda (H. Yokoyama-Aug. 2. & 5, 193 6) 

Korea : circ. Sanseian in Kongosan (T. Nakai-JuI. 31,1916). 

Dist. Yezo, Korea et Manshuria. 

尙我國デハ今迄万 . nudicarpum 二常テラレテヰタモノ ノ大部分ハけごんあかばなデ、 
莖二極メテ明暸ナニ本ノ毛條ヲ有スルノデ、容易二ひろはいはあかばなカラ區別サレル。 

Epilobium fabet Leveille (1905), E. aansaense Leveill ^ (1907), E. Miyabei Leveille 
(1908) ハ何レモけごんあかばなデアルラシイ〇 又 E. tenue Komarov (1905) モ同一種ラ 
シイガ、信ズべキ標本ヲ見テキナイカラ斷言デキ ナイ0 けごんあかばなハ我國ノ 山地 二廣 
ク 分布 シ 、北 ハ 樺太•南千島•北海 遒 • 朝鮮 カラ 本州•四國 二迄 及 ンデキル 0 
， （原寬 H. Hara) 
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